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1 はじめに 

Shack-Hartmann 波面センサは、光学系の収差を評価する計測器の一つであり、シングルパスで

の収差測定が可能である[1]。通常、参照光源として点光源を用意するが、非点光源でも収差測定

可能とすることにより、望遠鏡等の被検光学系の光路を変更せずに収差測定可能となる。そこで

望遠鏡の焦点面への搭載を想定した小型軽量な波面センサを設計試作し、非点光源による収差測

定の性能評価を行ったので報告する。

2 設計・試作 

図 1(a)に波面センサの設計試作結果を示す。光学系は光線を

分割集光するマイクロレンズアレイ(MLA)、MLA に被検光学

系の瞳面を転像する凸レンズ、撮像素子等から構成される。光

学系の支持構造は中央のフランジに対し、凸レンズ側は鏡筒、撮像素子側はフレーム構造とする

ことで軽量化と同時にアラインメント可能にした。

3 試験結果 

図 1(b)に取得画像を示す。非点光源として住宅地のスライド画像を使用した。10x10 の再結像が

得られていることが確認できた。スライドを移動させながら測定を繰り返し、図 1(c)のとおり、

Zernike mode 4 項～21 項を各項 0.03λの再現性で測定できることを確認した。 

(a) Manufacture on trial,    (b) Acquired image,  (c) Repeatability test result

Fig. 1: Design and manufacture on trial of correlation-based Shack-Hartmann wavefront sensor
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